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特　集 お客さまセンター営業開始お客さまセンター営業開始
　企業団では、水道事業経営の効率化とともにお客さまへのサービス向上を図るため、水道料金等

徴収業務を民間委託しました。

　平成２６年４月１日からは、企業団の窓口で取り扱いしておりました水道料金等徴収業務（下水道

使用料の同時徴収を含む）のすべてを「石巻地方広域水道企業団お客さまセンター」で取り扱いし

ます。

　今回の特集では、お客さまセンターについて紹介します。

◇水道料金に関するお問い合わせ先

石巻地方広域水道企業団

お客さまセンター

月曜日～金曜日
午前 8：30 ～午後 6：00 まで
※土曜日、日曜日、祝日は休み

� 9 6 - 4 9 5 5
受付

●住所　　　　
　石巻市蛇田字新下沼９番６号　櫻ビル１階

●受託事業者
　石巻地方水道サービス共同企業体
　　代表　株式会社　ジェネッツ

●委託期間　
　平成２６年４月１日から
　平成３１年３月３１日まで（５年間）

●業務内容
　水道料金等徴収業務
　　受付業務、検針業務、調定業務、収納業務、精算業務、
　　滞納整理業務、給水停止業務、電子計算処理業務、

　　下水道使用料の同時徴収業務、その他付帯する業務

●身分証明書の携帯
　　石巻地方広域水道企業団お客さまセンターの職員は、
身分証明書を必ず携帯していますので、ご不審の場合は
身分証明書の提示を求めるか、企業団営業課までお問
い合わせください。

●個人情報の保護対策
　　民間委託にあたっては、企業団と受託者である石巻地
方水道サービス共同企業体の双方が、個人情報取り扱
いの重要性を十分認識し、保護対策に万全を期していま
す。

※お客さまセンター前の道路は、交通規制
により、国道４５号交差点方向へ通り抜け
することが出来ません。車でお越しの際
は十分にご注意下さい。

　平成２６年４月１日からは、水道の使用開始、使用中止、使用者名義変更等の手続き及び水道料金等のお支払
いについては、企業団では取り扱いしませんのでご注意願います。
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インターネットによる水道の使用開始・中止の受付を始めますインターネットによる水道の使用開始・中止の受付を始めます

　営業時間内に転居等のお届けをするのが難しい

お客さまの利便性向上のため、平成２６年４月１日

から水道の開始・中止について、インターネット

による受付を始めます。

　企業団ホームページまたは、下記のＱＲコード

からアクセスしてください。

　引越しの日程が決まりましたら、水道の開始・

中止の手続きはお早めにお願いします。

※平成２６年４月１日運用開始です。ご利用の際は

ご注意ください。

●石巻地方広域水道企業団　　　●ＱＲコード

　ホームページ　　　

http://www.ishikousui.or.jp

【問】石巻地方広域水道企業団お客さまセンター

� 96-4955

受付方法

①ホームページまたはＱＲコードから

　入力フォームにアクセスする

↓

②手順に従い入力する

↓

③お申込み内容について電話で確認します

　（３営業日以内に連絡します）

↓

④受付完了

（電話での確認によって受付が完了します）

※申込み可能な期間は、申込み日の３営業

日後から１ヶ月後までです。

消費税の税率が変わります　水道料金に8パーセントの消費税

　消費税の関連法令が改正され、平成２６年４月１日から消費税率の改定が実施されます。それに

伴い、水道料金にかかる消費税も、５％から８％に変わります。

　新しい水道料金は、従来の基本料金と水量料金の合計額に108 ／ 100を乗じて得た額となり

ます。ただし、その額に１円未満の端数が生じたときは、切り捨てるものとします。

　例えば、一般家庭（口径１３㎜）で１５立方メートル使用した場合の水道料金は、現行の２,４２０円か

ら６９円増の２,４８９円となります。

　なお、消費税が８％となる水道料金は、６月分としてご請求する水道料金から適用となります。

　みなさんのご理解とご協力をお願いします。
　※使用水量の１５立方メートルは、企業団管内の一般家庭（口径１３㎜）の月平均使用量です。

平成26年6月ご請求分の料金から適用されます

【例】口径 13㎜で１５立方メートル使用した場合の水道料金の計算方法

基本料金
1,230 円 +

水量料金
（215 円× 5立方メートル） ×

消費税
８％ ＝

水道料金
2,489 円

※１円未満切り捨て

【問】営業課　� 95-6711

〔 〕



－ 4－

企 業 団 議 会 報 告

平
成　

年
第
３
回
定
例
会

２５

　

平
成　

年
企
業
団
議
会
第
３
回
定
例
会
は

２５

　

月
４
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま

１２し
た
。

「
平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

２５

補
正
予
算
」
の
１
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
９
号
議
案

平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

２５

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

補
正
の
主
な
理
由
は
、
企
業
団
職
員
の
給

与
に
つ
い
て
、
本
年
４
月
１
日
の
人
事
異
動

及
び
育
児
休
業
等
に
伴
う
給
与
に
係
る
不
用

額
が
生
じ
た
こ
と
、
災
害
派
遣
職
員
に
係
る

関
係
市
負
担
金
に
不
用
額
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
り
、
補
正
し
た
も
の
で
す
。

※
第
９
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成　

年
度
の
経
営
に
つ
い
て　
　
　
　
　

２６
　

約　

億
６
千
万
円
の
純
損
失
を
見
込

１０

ん
で
る
が
、
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺

う
。　

平
成　

年
度
か
ら
の
会
計
基
準
見
直

２６

し
に
伴
い
、
退
職
給
付
引
当
金
、
貸
倒

引
当
金
、
賞
与
等
引
当
金
の
各
繰
入
額
を
、

上
水
道
及
び
簡
易
水
道
の
特
別
損
失
と
し
て

新
た
に
計
上
し
て
い
る
こ
と
が
純
損
失
の
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
需
要
の
増
加
に
期
待
す
る
と
あ
る

が
、
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

構
成
市
の
防
災
集
団
移
転
事
業
や
災

害
公
営
住
宅
の
建
設
、
水
産
加
工
業
等

の
大
口
使
用
者
の
事
業
再
開
や
企
業
誘
致
な

ど
に
よ
る
水
需
要
の
増
加
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

問 答 

COUNCILCOUNCIL

平
成　

年
第
１
回
定
例
会

２６

　

平
成　

年
企
業
団
議
会
第
１
回
定
例
会
は

２６

２
月
３
日
か
ら
２
月
５
日
ま
で
の
３
日
間
の

会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業

２６

団
予
算
」
ほ
か
３
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
１
号
議
案

宮
城
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

　

塩
竈
地
区
環
境
組
合
が
解
散
し
、
塩
竈
地

区
消
防
事
務
組
合
が
事
務
を
継
承
す
る
こ
と

に
伴
い
、
規
約
に
変
更
が
生
じ
た
も
の
で
す
。

※
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
第
２
号
議
案

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
５

２６

％
か
ら
８
％
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

水
道
料
金
等
に
か
か
る
消
費
税
率
に
つ
い
て

も
、
５
％
か
ら
８
％
に
変
更
す
る
こ
と
か
ら
、

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

※
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
第
３
号
議
案

平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

２６

予
算

　

平
成　

年
度
予
算
は
、
前
年
度
に
引
き
続

26

き
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
・
復
興

関
連
事
業
に
重
点
を
置
き
、
長
期
的
に
安
定

し
た
水
道
水
の
供
給
体
制
の
確
立
と
将
来
の

基
礎
を
再
構
築
す
る
こ
と
を
基
本
に
編
成
し

ま
し
た
。

　

水
需
要
に
関
し
て
は
、
事
業
の
再
開
及
び

被
災
者
の
生
活
再
建
、
更
に
は
復
興
需
要
等

に
よ
り
、
一
時
的
に
震
災
後
の
落
ち
込
み
か

ら
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
が
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
そ
の
傾
向
も
鈍
化
し
て
来
て
お

り
、
本
格
的
な
水
需
要
の
回
復
に
は
時
間
が

か
か
る
も
の
と
予
測
さ
れ
、
大
変
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
、

な
お
一
層
の
効
率
的
な
経
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
予
算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

７
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

∇
第
３
号
議
案
に
対
す
る
質
疑
と
答
弁
の
要

旨
を
紹
介
し
ま
す
。

問 答 
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民
間
委
託
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

北
上
川
水
利
使
用
許
可
の
期
間
及
び

業
務
委
託
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
の
水
利
権
に
つ
い
て
は
国
か
ら

　

年
間
の
許
可
を
得
て
お
り
、
そ
の
許

１０

可
期
限
が
平
成　

年
３
月　

日
で
切
れ
る
こ

２８

３１

と
か
ら
、
期
限
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
水
利
権
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
震

災
の
影
響
に
よ
る
人
口
減
少
や
水
需
要
を
分

析
し
、
必
要
水
量
に
よ
り
申
請
す
る
こ
と
と

な
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託

す
る
も
の
で
す
。

問 答 

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
体
制
で
は
対
応
が
困
難

と
判
断
し
、
民
間
委
託
す
る
も
の
で
す
。

　

水
道
料
金
等
徴
収
業
務
を
民
間
委
託

す
る
こ
と
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
い
て
伺
う
。

　

４
月
１
日
以
降
は
、
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口

の
営
業
時
間
が
現
在
の
５
時　

分
か
ら
６
時

15

ま
で
延
長
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

各
種
の
業
務
委
託
に
よ
る
職
員
の
削

減
に
つ
い
て
伺
う
。

　

水
道
料
金
等
徴
収
業
務
に
つ
い
て
は
、

現
在
営
業
部
門
の　

名
を
最
終
的
に
３

20

名
体
制
と
す
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
し
ゅ
ん
工
検
査
業
務
に
つ
い
て
は
、

一
部
委
託
し
な
い
業
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

職
員
の
削
減
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

入
札
制
度
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

入
札
に
係
る
応
札
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

　

４
月
か
ら
１
月　

日
ま
で
の
応
札
状

21

況
は
、
入
札
件
数
１
１
８
件
に
対
し
、

中
止
が　

件
、
不
調
が　

件
、
合
わ
せ
て　

18

17

35

件
と
な
っ
て
お
り
、
約
３
割
が
不
成
立
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

　

し
ゅ
ん
工
検
査
及
び
穿
孔
立
会
業
務

を
民
間
委
託
す
る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　

震
災
以
降
、
給
水
装
置
工
事
の
申
請

件
数
が
急
増
し
て
お
り
、
今
後
は
防
災

集
団
移
転
で
の
宅
地
供
給
や
災
害
公
営
住
宅

の
建
設
に
伴
い
、
更
に
増
加
す
る
見
込
み
で

　

現
在
の
入
札
の
状
況
を
踏
ま
え
て
入

札
制
度
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
企
業
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

復
旧
・
復
興
の
事
業
が
増
加
し
資
材

の
価
格
や
人
件
費
が
高
騰
す
る
中
で
、

実
勢
価
格
と
合
わ
な
い
部
分
も
出
て
き
ま
し

た
が
、
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
を
適
用
す
る
な

ど
し
、
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

労
務
費
等
の
単
価
に
つ
い
て
は
、
引
き
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
設
計
価
格
が
実
勢

価
格
に
近
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
不
調
対
策
と
し
て
は
、
予
定
価
格

の
事
前
公
表
に
加
え
、
適
正
価
格
に
よ
る
入

札
を
行
う
た
め
、
制
度
改
正
に
つ
い
て
今
後

更
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
最
低
制
限
価
格
の
算
定
方
法
を
独

自
に
見
直
す
こ
と
が
現
状
で
は
困
難
で
あ
り

ま
す
が
、
他
都
市
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 答 

問 答 問 答 問 答 

問 答 

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て　
　
　

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
に

つ
い
て
伺
う
。

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
現
在
調
整
中
で
あ
り
、
会
計
基
準

の
見
直
し
の
影
響
を
分
析
し
た
上
で
作
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
対
策
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

太
陽
光
発
電
の
検
討
と
あ
る
が
、
そ

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討
委
員

会
で
協
議
中
で
あ
り
、
須
江
山
浄
水
場

に
ポ
ン
プ
以
外
の
動
力
の
一
部
を
補
う
設
備

と
し
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
方
針
の
中
の
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
の
う
ち
、
環
境
に
つ
い
て
電
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
節
減
を
掲
げ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

震
災
以
降
は
漏
水
量
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
有
効
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

漏
水
量
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
薬
品
費
・
動

力
費
・
修
繕
費
等
の
節
減
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
漏
水
防
止
対
策
を
進
め
有
効
率
の
向

上
と
と
も
に
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
経
費
の

抑
制
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 



－ 6－

　

第
１
回
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
１
名

の
議
員
か
ら
１
件
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
と
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業
の
完
成
見
込
み

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業
の
完
成

時
期
の
見
込
み
及
び
完
成
す
る
ま
で
国

の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
伺
う
。

　

蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
当
初
予
定
し
て
い
た

平
成　

年
度
末
の
完
成
が
難
し
く
な
り
つ
つ

26

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
継
続
費
の
設
定
に
つ
い
て

は
、
現
在
着
手
し
て
い
る
工
事
と
今
後
の
見

通
し
を
立
て
た
う
え
で
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
と
協
議
を
し
た
結
果
、
残
工
事
に
つ
い
て

も
受
け
ら
れ
る
旨
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
須
江
山
浄
水
場
だ
け
で
な
く
も
っ

と
広
く
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

　

蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業
に
伴
い
、

蛇
田
浄
水
場
か
ら
機
能
移
転
す
る
須
江

山
浄
水
場
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
等
の
イ
ン

バ
ー
タ
化
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
水
力

発
電
、
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
設
置

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
災
害
時
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
分
散
化
を
考
慮
し
本
庁
舎
・
そ
の
他

水
道
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　

災
害
復
旧
に
係
る
保
留
解
除
の
進
捗

状
況
及
び
特
例
災
害
査
定
の
総
額
に
つ

い
て
伺
う
。

　

特
例
災
害
査
定
の
総
額
は
、
上
水
道
、

簡
易
水
道
合
わ
せ
て
約
２
９
８
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
保
留
解
除
に
つ
い
て
は
、

２５

約
３
億
１
千
万
円
で
、
管
路
６
・
１
㎞
、
給

水
栓
１
５
０
栓
を
実
施
し
、
平
成　

年
度
で

26

は
約　

億
円
で
送
・
配
水
管
路　

㎞
を
計
画

13

28

し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

２５

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

補
正
の
主
な
理
由
は
、
上
水
道
及
び
簡
易

水
道
の
建
設
改
良
事
業
に
お
い
て
、
災
害
復

旧
事
業
の
一
部
保
留
解
除
、
進
捗
状
況
に
よ

る
工
事
内
容
の
変
更
に
伴
い
、
本
年
度
事
業

費
及
び
そ
の
財
源
額
並
び
に
継
続
費
の
年
割

額
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
。
協
定

書
に
基
づ
く
企
業
団
職
員
に
係
る
基
礎
年
金

拠
出
金
の
公
的
負
担
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
そ
の
要
件
を
満
た
し
た
こ
と
に
よ
り
関

係
市
負
担
金
が
生
じ
た
こ
と
。
消
費
税
の
再

計
算
の
結
果
、
納
税
消
費
税
額
等
に
変
更
が

生
じ
た
こ
と
な
ど
で
、
補
正
し
た
も
の
で
す
。

∇
第
４
号
議
案
に
対
す
る
質
疑
と
答
弁
の
要

旨
を
紹
介
し
ま
す
。

蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業
に
つ
い
て　
　

　

　

蛇
田
浄
水
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

伺
う
。

　

跡
地
利
用
検
討
委
員
会
で
検
討
中
で

あ
り
、
そ
の
結
果
を
示
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
全
体
の
約
８
割
弱

を
発
注
し
て
い
ま
す
が
、
生
コ
ン
や
資

機
材
、
労
働
力
が
不
足
し
て
お
り
、
進
捗
率

は
上
が
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

今
年
度
末
の
工
期
を
予
定
し
て
い
た
浄
水

施
設
築
造
工
事
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
進
捗

率
が
約　

％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
期
延
期

55

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
、
全
体
的
な
遅
れ

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業
に
係
る

委
託
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

コ
ン
サ
ル
へ
委
託
し
た
業
務
内
容
に

つ
い
て
は
、
実
施
設
計
業
務
及
び
複
雑

な
構
造
計
算
を
必
要
と
す
る
構
造
物
の

チ
ェ
ッ
ク
や
書
類
の
事
前
確
認
な
ど
、
企
業

団
監
督
員
の
現
場
管
理
や
監
督
の
補
助
業
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て　
　
　

　

遊
休
資
産
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
活
用
に
よ
る
収
入
源
に
つ
い
て
も
財

務
諸
表
に
反
映
さ
せ
た
中
で
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

　

今
後
考
え
ら
れ
る
収
益
性
に
つ
い
て

は
早
急
に
結
論
を
出
し
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問 答 問 答 

◇
第
４
号
議
案

問 答 

問 答 問 答 

問 答 

一　

般　

質　

問

問 答 
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◆収益的収入及び支出
　水道水を供給する日常の経営活動から生じる収入額と支出額を計上し
ています。   

収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

増　減平成２５年度平成２６年度　　　　年度
科目　　　　

477,913 4,467,919 4,945,832 水道料金
635,009 281,732 916,741 その他
181,754 183,684 365,438 特別利益
1,294,676 4,933,335 6,228,011 収入合計

支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

平成２６年度

予 算 の あ ら ま し
（上水道と簡易水道の合計）

増　減平成２５年度平成２６年度　　　　年度
科目　　　　

-73,147 904,101 830,954 人件費
-156 362,375 362,219 修繕費
36,311 246,019 282,330 動力費
-1,480 135,949 134,469 薬品費
-12,291 1,940,808 1,928,517 減価償却費
-38,319 269,472 231,153 支払利息
104,000 50,000 154,000 消費税納税額
317,429 1,379,739 1,697,168 その他
1,296,729 298,954 1,595,683 特別損失
1,629,076 5,587,417 7,216,493 支出合計

◆業務の予定量

増　減平成２５年度平成２６年度　　　　　　　　　年度
項目　　　　　　　　　

1,779 75,813 77,592 給水栓数 　　 　  （栓）
-90,000 24,972,000 24,882,000 年間総配水量       （ｍ 3）
-246 68,416 68,170 一日平均配水量   （ｍ 3）

◆資本的収入及び支出
　水道施設の建設や改良に関連する収入額と支出額を計上しています。

増　減平成２５年度平成２６年度　　　　　　　　　年度
科目　　　　　　　　　

178,300 1,712,100 1,890,400 企業債
-12,865 77,263 64,398 出資金
580,740 4,970,735 5,551,475 補助金

-1,265,950 2,624,601 1,358,651 その他
-519,775 9,384,699 8,864,924 収入合計

収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（単位：千円）

支出　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　（単位：千円）

増　減平成２５年度平成２６年度　　　　　　　　　年度
科目　　　　　　　　　

-74,050 74,050 0 上水道施設整備事業費
134,750 20,050 154,800 簡易水道統合施設整備事業費
-8,000 20,050 12,050 鮎川統合簡易水道施設整備事業費

1,312,100 770,900 2,083,000 災害復旧事業費
-1,050,393 8,776,760 7,726,367 蛇田浄水場移転復旧事業費
-5,457 848,900 843,443 改良費
11,450 750,248 761,698 企業債償還金
3,693 30,040 33,733 その他

324,093 11,290,998 11,615,091 支出合計
※資本的収入及び支出で、支出に対する収入の不足額は、損益勘定留保資金(現金の支出を
伴わず内部に留保される資金 ) などで補てんします。

▼
市
町
合
併
に
伴
う
水
道
施
設
整
備
事
業

・
簡
易
水
道
統
合
施
設
整
備
事
業

　

牡
鹿
地
区
及
び
北
上
地
区
の
一
部
を
上
水

道
化
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら
９
ヵ
年

19

の
継
続
事
業
で
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
整
備
計
画
の
一

部
を
見
直
し
し
た
こ
と
か
ら
、
送
水
施
設
詳

細
設
計
修
正
業
務
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
鮎
川
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

　

平
成　

年
度
か
ら　

ヵ
年
の
継
続
事
業
で

19

10

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
整
備
計
画
の
一
部
を
見
直
し
し

た
こ
と
か
ら
、
浄
・
配
水
施
設
詳
細
設
計
修

正
業
務
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
災
害
復
旧
事
業

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
と

し
て
、
災
害
復
旧
事
業
の
一
部
保
留
解
除
に

よ
る
送
・
配
水
管
等
布
設
・
布
設
替
工
事
、

国
、
県
、
市
等
関
係
団
体
の
災
害
復
旧
事
業

に
係
る
送
・
配
水
管
等
移
設
工
事
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▼
防
災
対
策

　

非
常
用
飲
料
水
ポ
リ
袋
を
追
加
備
蓄
し
、

応
急
給
水
資
器
材
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平

成　

年

度

の

主

な

事

業

と

施

策

２６

▼
蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
蛇
田
浄

水
場
の
機
能
を
須
江
山
浄
水
場
へ
移
転
す
る

事
業
と
し
て
、
平
成　

年
度
か
ら
３
ヵ
年
の

２４

継
続
事
業
で
進
め
て
お
り
、
須
江
山
浄
水
場

及
び
鹿
又
取
水
場
水
処
理
施
設
設
備
工
事
、

須
江
山
浄
水
場
浄
水
処
理
施
設
築
造
工
事
・

管
理
業
務
、
湊
配
水
場
系
送
水
管
布
設
工
事

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
改
良
事
業

　

主
に
県
、
関
係
市
の
道
路
改
良
や
下
水
道

工
事
な
ど
と
並
行
し
て
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

を
含
む
老
朽
配
水
管
の
布
設
替
工
事
や
給
水

改
善
と
し
て
の
配
水
管
布
設
替
工
事
を
予
定

す
る
と
と
も
に
、
平
成　

年
度
か
ら
全
面
的

19

に
採
用
し
て
い
る
耐
震
管
の
Ｎ
Ｓ
形
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
を
布
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施

設
の
耐
震
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
漏
水
防
止
対
策

　

平
成　

年
度
の
漏
水
防
止
対
策
基
本
計
画

26

に
よ
り
、
各
種
漏
水
防
止
対
策
を
実
施
し
ま

す
。

▼
水
質
対
策

　

原
水
水
質
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
粉

末
活
性
炭
の
注
入
を
実
施
し
ま
す
。



－ 8－

水
道
の
工
事
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

水
道
の
新
設
、
改
造
、
修
繕
な
ど
の
給
水

装
置
工
事
は
、
企
業
団
の
「
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
」
だ
け
が
で
き
ま
す
。
資
格
の

な
い
事
業
者
や
個
人
が
、
給
水
装
置
工
事
を

行
う
こ
と
は
違
法
で
す
。

　

今
後
、
工
事
の
予
定
が
あ
る
方
は
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
】
給
水
装
置
課　

�　

－

６
７
０
７

９５

お
引
越
し
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

３
月
、
４
月
は
就
職
や
転
勤
、
入
学
な
ど

に
伴
い
水
道
使
用
開
始
・
中
止
の
申
し
込
み

が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
当
日
に
申
し
込
み

さ
れ
て
も
お
伺
い
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
使
用
開
始
・
中
止
の
日
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
、
希
望
日
の
５
日
位
前
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
水
道
の
ご
使
用
を
や
め
る
場
合

　

水
道
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）、

ま
た
は
納
入
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
お

客
様
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
使

用
を
や
め
る
日
・
転
出
先
の
住
所
を
確
認
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
等
の
精
算
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
支
払
方
法
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご

連
絡
願
い
ま
す
。

◆
新
た
に
水
道
を
ご
使
用
さ
れ
る
場
合

　

入
居
先
に
置
い
て
あ
り
ま
す
「
水
道
を
ご

使
用
さ
れ
る
お
客
様
へ
」
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
お
客
様
番
号
・
新
た
に
使
用
さ
れ
る
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
使
用
さ
れ
る
日
を

確
認
い
た
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
お
申
込
み
に
つ

い
て
は
、
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

【
問
】
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

　
　
  　

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
  　
　

�　

－

４
９
５
５

９６

　

今
回
の
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
企
業
会
計
基
準
と

の
整
合
性
を
図
る
こ
と
や
一
般
会
計
等
負
担
、

国
庫
補
助
金
等
の
公
的
負
担
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
資
本
制
度
や
会
計
基
準
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
水
道
事
業
会
計
処

理
に
係
る
基
本
法
令
等
に
つ
い
て
、
昭
和　
４１

年
以
来
、
約　

年
ぶ
り
に
大
幅
な
改
正
が
行

46

わ
れ
、
平
成　

年
度
の
予
算
及
び
決
算
か
ら

26

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
今
後
の
影
響

　

財
務
諸
表
上
の
資
産
や
資
本
が
減
少
し
、

負
債
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
財
務
状
況
は

以
前
よ
り
悪
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
健
全
経

営
の
指
標
で
あ
る
「
資
金
不
足
比
率
」
に
つ

い
て
も
悪
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
で
は
、
影
響
を
抑
制

す
る
た
め
流
動
負
債
に
計
上
さ
れ
る
企
業
債

を
算
入
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
や
引
当
金

等
の
算
入
も
３
年
間
猶
予
す
る
な
ど
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て

見
直
し
の
主
な
項
目

①
借
入
資
本
金
の
負
債
計
上

②
補
助
金
等
に
よ
り
取
得
し
た
固
定
資
産

　

の
償
却
制
度
等
の
変
更

③
退
職
給
付
引
当
金
等
の
各
種
引
当
金
の

　

計
上
義
務
付
け

④
繰
延
勘
定
の
原
則
廃
止

⑤
た
な
卸
資
産
へ
の
低
価
法
の
適
用

⑥
減
損
会
計
の
導
入

⑦
リ
ー
ス
会
計
の
導
入

⑧
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
開
示

⑨
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
の
作
成

地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
企
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.ishikousui.or.jp
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使
用
者
名
義
人
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

水
道
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
名
義
が
、
婚
姻
や
死
亡

な
ど
の
理
由
で
、
現
在
使
用
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
料
金
を
お
支
払
い
に
な
る
方
の
お
名

前
と
異
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

名
義
が
異
な
る
場
合
は
、
名
義
変
更
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
電
話

で
出
来
ま
す
の
で
、
お
客
様
番
号
を
ご
確
認

の
う
え
、
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

水
道
の
使
用
名
義
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、

併
せ
て
下
水
道
の
使
用
者
名
義
も
変
更
に
な

り
ま
す
。

 
【
問
】
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

　
 　
　

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
  　
　

�　

－

４
９
５
５

９６

震
災
移
転
時
に
加
入
金
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

企
業
団
で
は
、
給
水
装
置
工
事
の
特
例
措

置
と
し
て
、
被
災
に
よ
り
移
転
さ
れ
る
お
客

さ
ま
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
加
入
金
免

除
に
係
る
要
件
の
一
部
を
平
成　

年
3
月　

33

31

日
ま
で
の　

年
間
に
つ
い
て
緩
和
し
て
お
り

１０

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
給
水
区
域
内
で
、
被
災
し
た
場

所
の
給
水
装
置
を
廃
止
し
、
移
転
先
の
居
住

地
で
、
新
た
に
給
水
装
置
を
設
置
す
る
際
に

必
要
と
な
る
加
入
金
に
つ
い
て
免
除
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成　

年
3
月　

日
以
降
に

２３

１１

申
請
さ
れ
た
給
水
装
置
工
事
で
、
要
件
を
満

た
し
て
い
る
お
客
さ
ま
に
つ
い
て
は
、
加
入

金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
要
件
に
該

当
す
る
お
客
さ
ま
で
、
す
で
に
加
入
金
を
お

支
払
い
済
み
の
場
合
は
還
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
給
水
装
置
の
工
事
を
行
っ
た
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
】
給
水
装
置
課　

�　

－

６
７
０
７

９５

水
道
週
間
行
事
の
一
部
中
止
に
つ
い
て

　

企
業
団
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に

よ
り
、
現
在
は
復
旧
・
復
興
事
業
に
重
点
を

置
き
、
蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業
を
始
め

と
す
る
各
事
業
に
取
り
組
み
、
安
全
・
安
心

な
水
道
水
の
安
定
供
給
体
制
を
一
日
で
も
早

く
構
築
す
る
た
め
に
、
迅
速
か
つ
着
実
に
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
平
成　

年
度
水
道

26

週
間
関
係
行
事
の
一
部
に
つ
い
て
、
中
止
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

水
道
週
間
行
事
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

多
く
の
皆
様
に
は
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
中
止
す
る
行
事　

水
道
フ
ェ
ス
タ
／
水
源

涵
養
林
植
樹
事
業
／
水
道
施
設
一
般
公
開
／

一
日
水
道
事
務
局
長
の
委
嘱
／
水
道
施
設
見

学
会
（
小
学
４
年
生
対
象
）

【
問
】
経
営
企
画
課　

�　

－

２
８
４
７

９５

企業団職員給与のあらまし（平成 24年 4月 1日現在）

　企業団では、職員の給与・人事行政運営における公正性、透明性を高めるため、「企業団人事行政運営等の

状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任用、給与、勤務時間その他の勤務条件などを公表しています。

以下は、職員の給与等についての抜粋です。

　詳細は、企業団ホームページでご覧いただけます。（http://www.ishikousui.or.jp）

◆職員の平均給料（平成２４年４月）

３２２，８３１円平均給料月額　

３８６，０８４円平均給与月額　

４３．８歳平均年齢　　　

◆職員の期末・勤勉手当

２.６０月分期末手当

１.３５月分勤勉手当

３.９５月分年間

※職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

◆職員の初任給

１７２，２００円大学卒

１４０，１００円高校卒

◆職員数の状況

１３５人平成２２年度

１３４人平成２３年度

１３３人
（対前年増減数－１人）

平成２４年度

◆特別職の報酬等（年額）

２０７，０００円企業長　

１１８，５００円議長　

１０６，５００円副議長　

９５，５００円議員　

１１８，５００円監査委員

２３,０００円監査委員（議会議員を兼務）

( 勤務１日につき )

９,５００円

経営審議会委員、情報公開・個人情報保護

審査会委員及び公務災害補償等認定委員会

委員・審査会委員

【問】総務課　� 95 － 6713
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　　休日の当番店

東 松 島 市
石　　　　巻　　　　市

曜
日日月

雄勝地区北上地区桃生地区河北地区河南地区牡鹿地区旧石巻地区

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651土5

４

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651日6

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077土１２

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077日１３

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325土１９

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325日２０

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651土２６

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651日２７

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077火２９

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077土3

５

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 大川屋本店
96-2325日4

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 晃和工業
96-6651月5

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 ミヤケン
25-3077火6

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325土１０

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325日１１

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651土１７

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651日１８

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077土２４

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077日２５

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325土３１

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325日1

６

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651土7

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651日8

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077土14

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077日15

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325土21

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325日22

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651土28

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
090-3120-0070

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651日29

※ 休日とは、土・日・祝日をさします。
※宅地内修繕は上記の「休日の当番店」掲載以外の指定給水装置工事事業者でも可能です。
※道路からの漏水等に緊急で対応することを優先する場合があります。
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問題　『石巻地方広域水道企業団○○センター』
　　　○○に入る正しいものは次のうちどれ？

① お姉さま　② おひなさま　③ お客さま

応募方法　ハガキに答え（番号）とあなたの住所･氏名･

年齢 ･電話番号を書いて応募してください。

応 募 先　〒９８６-０８６１石巻市蛇田字新上沼１１６番地

　　　　　石巻地方広域水道企業団「すいどうクイズ」係

締め切り　平成２６年４月３０日（水）当日消印有効

賞　　品　正解者の中から抽選で１０名の方に、図書

カード（千円分）をプレゼントいたします。

　※　お客さまからいただいた個人情報は、賞品の発送及び「読

者のみなさんより」のコーナーのみに使用するもので、お客さ

まの承諾なく第三者に提供することはありません。

　※　当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきま

す。また、クイズのほかに水道に関するご意見、ご要望、広報

の感想などもお待ちしております。

前回の答え

　前号すいどうクイズの正解は③お水でした。

　正解者９９名の中から厳正な抽選を行いました。

☆すいどうクイズにチャレンジしよう☆

◇
娘
が
二
人
い
ま
す
が
、
毎
日
水
を
飲
む
の

で
水
質
検
査
結
果
や
水
道
情
報
を
見
れ
る
の

で
安
心
し
て
水
が
飲
め
ま
す
。

石
巻
市
新
栄　

Ｋ
さ
ん
（　

才
）

23

◇
広
報
を
読
み
子
供
た
ち
が
震
災
を
乗
り
越

え
て
水
の
大
切
さ
な
ど
、
生
活
、
人
と
の
か

か
わ
り
を
大
事
に
す
る
姿
に
熱
い
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。

石
巻
市
蛇
田　

Ｔ
さ
ん
（　

才
）

64

◇
冬
号
の
表
紙
の
ち
は
る
ち
ゃ
ん
、
眼
が
と

て
も
や
さ
し
く
か
わ
い
ら
し
い
で
す
ね
。
ま

ん
ま
る
い
お
腹
が
ふ
っ
く
ら
と
し
て
今
年
も

う
ま
・

・

く
い
き
そ
う
で
す
。

石
巻
市
鹿
妻　

Ｓ
さ
ん
（　

才
）

58

◇
６
才
の
小
学
校
に
通
う
娘
と
一
緒
に
紙
面

を
見
て
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
手
洗
い
う
が

い
に
水
道
水
を
使
い
、
け
が
を
し
た
ら
水
で

よ
く
洗
い
流
し
て
ね
と
保
健
室
の
先
生
に
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

冬
号
で
『
水
道
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
』
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
ど
れ
も

す
ば
ら
し
い
と
感
心
し
て
い
ま
す
。
娘
も
刺

激
さ
れ
た
よ
う
で
、
今
年
は
自
分
も
作
品
に

取
り
組
む
�
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

石
巻
市
南
光
町　

Ｋ
さ
ん
（　

才
）

37

◇
真
冬
で
も
水
洗
顔
し
て
い
ま
す
。
幼
い
頃

か
ら
の
習
慣
で
す
。
気
分
も
シ
ャ
キ
ッ
�
縮

ん
だ
体
と
気
持
ち
に
も
喝
を
入
れ
る
こ
と
が

出
来
、
一
日
が
爽
快
に
ス
タ
ー
ト
出
来
ま
す
。

『
冷
た
い
』
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
季
節
で
も

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
よ

ネ
�

石
巻
市
中
里　

Ｍ
さ
ん
（　

才
）

45

表  紙  よ  り

企業団オフィシャルホームページ
　広報紙で掲載したお知らせのほか、放射性

物質の測定結果など、最新情報を公開してい

ます。

　また、パソコン、タブレット、スマートフォンな

ど、ご使用の環境に応じてホームページを快適

にご利用いただけます。

　ぜひアクセスしてみてください。

http://www.ishikousui.or.jp 

は春の訪れを私たちにおしえてくれます。

春の朝は“春眠暁を覚えず“（春の夜は寝心地がよく、夜

明けにも気づかず良く眠り、なかなか目が覚めないこと）と言

われるように、布団からなかなか抜け出せません。

　そんな時は、蛇口をひねりコップ一杯の水を飲むとシャキッ

と目覚めることが出来ます。

　朝に水を飲むことは健康にも良い影響があると言われていま

すので、みなさんもぜひ試してみてください。

桜

た
く
さ
ん
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



平成２６年４月 1日発行

編集・発行　石巻地方広域水道企業団
　　　　　　〒 986－0861　宮城県石巻市蛇田字新上沼 116 番地
　　　　　　�（0225）95－2847

水道に関する作品コンクールの開催について

第55回水道週間懸賞募集　全国特選標語（全国簡易水道協議会会長賞）

平成 25年度企業団コンクール標語小学生の部　特選

石巻市立桃生小学校 ３年 相 澤 彩 那さん石巻市立桃生小学校　　３年　相　澤　彩　那 さん

●募集作品

　作文、標語、習字、図画・ポスター

●対象

　石巻市及び東松島市内の小・中学校の児童及び生徒

　※応募要項の詳細については、４月下旬に各学校へお知らせします。

【問】経営企画課　�９５－２８４７

　企業団では、小・中学生の皆さんに、水道の大切さを考えながら、水道事業について、積極的に関心を

持っていただき、理解を深めて頂くため、水道に関する作品コンクールを開催します。

　作品のテーマは、生命の維持、日常生活に欠かすことの出来ない「水・水道」です。

　皆さんからのたくさんのご応募をお待ちしています。


